
平成 17 年度第 7 回法務委員会（議事録） 
 

    日 時 平成１8年 3月 9(木)   1300～1700 

    場 所 操縦士協会事務局 

    出席者 熊坂委員長、長谷川、友田、池内、各委員 

 

１．  平成 17 年度第 6回法務委員会議録確認 

２．  907 裁判の傍聴とその後について 

3 月 8 日に全運輸、安全会議、主催の「刑事責任と社会の安全を考える」集会への参加報

告 

・判決のあと法務委員会として声明文を出す必要性について話し合い、有罪となった場合

は判決が不当である旨の声明文を考え、HPにUPする。→委員長対応 

３．  JA3435 事故について 

現段階（3月 6日現在）未だに検察官の事情聴取は行われていない。 

・今後とも情報提供を含め、Follow していく。 

４．  ICAO 技能証明制度改定MPL について委員会として十分研究し見解を出す。 

    資料を基に委員会としての見解作成予定→検討した結果、時期的にも早計である意見が

出され委員会としての見解は先送りとしたが、引き続きICAOの要件等を研究していく必

要がある。 

 

５．  41 期活動報告と次期活動計画および予算について 

    一部文言の修正→事務局に修正依頼。 

６．  2004.10 月に発生した丘珠空港での事故について 

・ 検察に書類送検された件について、当事者と直接お話し情報の提供を行った。 

 

７．  懸案事項について 

① 小冊子「事故に遭遇したら」のコンパクト判発行⇒修正案を作成中 

② ビデオ作成⇒現在情報不足で作業が滞っている。 

  

次回 4月の委員会予定は都合により11 日(火)を予定しています。 


